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第三学区放課後児童クラブ新築工事
訂
正 基礎構造標準仕様書

１．一般共通事項

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（６）本仕様書表記単位は、特記なき限り  Ｎ， m m ，Ｎ / m m  とする。

　　　地階としたＲＣ造、杭基礎については別途添付の配筋標準図を参照のこと。

（７）本仕様書は、平屋、２・３階建用の布基礎及びベタ基礎に適用し、１階がＲＣ造又はＳ造、一部及び全体を

（２）「小規模建築物基礎設計指針」（日本建築学会  2 0 0 8 ）を準拠する。

２．地業工事

（１）割栗・砕石地業及び捨てコンクリートの寸法は下表の数値を参考とする。

割栗・砕石地業

捨てコンクリート

幅（参考値）

5 0 ＋基礎の幅＋ 5 0

同上

厚さ（参考値）

1 0 0

5 0

※  ベタ基礎の場合、捨てコンクリートは基礎梁の部分だけでも可とする。

（２）捨てコンクリートの調合管理強度 ( 呼び強度 ) は 1 8 Ｎ / m m  以上とする。
２

３．鉄筋工事

（１）鉄筋の種類

　　 a , J I S  G  3 1 1 2 の鉄筋コンクリート用棒鋼とする。

　　 b , 鉄筋の材質は S D 2 9 5 A ， S D 3 4 5 とする。

　　 c , 呼び径 d は、 D 1 0 ， D 1 3 ， D 1 6 ， D 1 9 ， D 2 2 とする。

（２）鉄筋末端部の折曲げ形状

図

折曲げ角度 1 3 5 °1 8 0 ° 9 0 °

鉄筋の余長 4 d 以上

d d d

余長
余
長

余
長

R R R

6 d 以上 8 d 以上

折曲げ角度 9 0 ゜はスラブ筋・壁筋の

末端部またはスラブと同時に打ち込む

Ｔ形およびＬ形梁のキャップタイにの

み用いる。

8
d
以

上

キャップタイd

図 鉄筋の種類 鉄筋の径による区分
鉄筋の使用箇所

による呼称

帯　　筋

あ  ば  ら  筋

スパイラル筋

上記以外の鉄筋

3 d 以上

4 d 以上

6 d 以上

D 1 9 ～ D 2 5

D 1 9 ～ D 2 5

D 1 6 以下

D 1 6 以下

鉄筋の折曲げ

d

d

R

R

内のり寸法（Ｒ）

＊片持ちスラブ上端筋の先端

　折曲げ内法寸法Ｒは、 D 1 6 以下は  3 d 以上、 D 1 9 以上は  4 d 以上。

　鉄筋は、 S D 2 9 5 A ,  S D 2 9 5 B ,  S D 3 4 5  を使用する。

（３）鉄筋中間部の折曲げの形状

（４）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

　　 a , 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

　　 b , 継手位置は、梁スパンの中央部に設けない。

　　 c , 鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。

（５）重ね継手 (下図のいずれかとする )

フック付き フック無し

d

L 1 = 4 0 d

d

L 1 = 3 0 d

スラブ端部…折曲げて定着のこと。立上り部…上向きもしくは下向きに定着できない場合は、斜めに定着を確保する。

斜め定着

斜め定着

　※ 3  主筋が複数の場合は、全ての主筋に適用する。

　　 e , 基礎梁段差部　　 d , 基礎梁端部（人通口などの開口部）

　　 c , 布基礎　　 b , 間仕切基礎

※ 34 0 d

D 1 0

4 0 d

4 0 d

D 1 3 D 1 3

3 5 d3 5 d

3 5 d3 5 d

2 5 d
3 5 d

フックなしでも可

５．アンカーボルト工事

（１）アンカーボルトの種類

２
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異形鉄筋

間隔

あき

・呼び名の数値の 1 . 5 倍

・粗骨材最大寸法の 1 . 2 5 倍

・ 2 5 m m

　のうち最も大きい数値 　のうち最も大きい数値

・呼び名の数値の 1 . 5 倍＋最外径

・粗骨材最大寸法の 1 . 2 5 倍＋最外径

・ 2 5 m m ＋最外径

鉄筋のあき 鉄筋間隔

（６）鉄筋のあきと鉄筋間隔

　　 a , ベタ基礎

（７）鉄筋の定着長さ

（５）基礎伏図・基礎断面図に基づき、登録施工店は別途施工図等を作成し、各部詳細を確認すること。

※3 ※ 3 ※ 3

※１  定着長さは上図のいずれかにより確保すること。

※２  受け筋は施工上支障がない場合、省略することも可とする。

※３  ハンチ筋は直線部分で 1 5 d 以上確保すること。

　　 a , 土台用アンカーボルトの定着長さは 2 5 0 m m 以上とする。

▽土台天端
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（２）アンカーボルトの出寸法

　　 a , 土台用アンカーボルトの出寸法は土台天端から - 1 0 m m ～ + 5 0 m m 程度とする。

（３）アンカーボルトの施工

　　 b , アンカーボルトは、原則として、前もって型枠に固定又は配筋等に結束して施工すること。

土台用アンカーボルト

（４）土台用アンカーボルトの配置

　■土台用アンカーボルトは、「アンカー伏図」に基づいて施工を行うこと。

　　 a , 土台用アンカーボルトは、Ｍ１２定着長さ２５０㎜以上（フック又はカサ付き）を使用すること。

　　  （Ｚマークもしくは同等品）

　　　ただし、高耐力壁の場合、 1 0 0 0 m m 以内のピッチで配置すること。

　　　に配置すること。

　　 a , 土台用アンカーボルトは、柱芯から 2 5 0 m m 以内に必ず配置し、中間部は 2 0 0 0 m m 以内のピッチで配置すること。

　　 b , 土台端部の最小端あき長さは 7 5 m m 以内とし、土台の継手がある場合、アンカーボルトは継手から 2 0 0 m m 以内

土に接する部分

土に接しない部分
ベタ基礎立上り部の屋内側

ベタ基礎耐圧版の屋内側

布基礎立上り部・ベタ基礎立上り部の屋外側

ベタ基礎耐圧版の接地側・布基礎立上り部以外の部分

部　位

　　・基礎立上り部（基礎梁）の幅は原則 1 7 0 m m 以上とする。（柱幅 1 7 0 m m の場合は 2 0 0 m m 以上）

ハンチ仕様 フラット仕様 立上りのみ

耐圧版（シングル配筋） 耐圧版（ダブル配筋）

6 0

4 0

4 0

3 0

最小かぶり厚さ ( m m )

4 0 4 0

6 0
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４．コンクリート工事

（１）コンクリートは、 J I S  A  5 3 0 8  に適合する J I S 認証工場で製造されたレディミクストコンクリートとする。

（２）コンクリートの強度

　　コンクリートの調合管理強度（  呼び強度  ）は、以下の通りとする。

　　 a , コンクリートの設計基準強度は  2 1 Ｎ / m m  を標準とする。

　　　調合管理強度 ( 呼び強度 )  ＝  品質基準強度  （  a と b  の大きい方  ）＋  構造体強度補正値（温度補正）

２

２

　　　（登録施工店の判断により長期、超長期も選択可能。）

　　　　※超長期の場合、かぶり厚さを 1 0 m m 増した場合は、 3 0 N / m m  とすることができる。

　　 c , コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度（ a ）と耐久性基準強度（ b ）の大きい方の値とする。

　　 d , コンクリートの調合管理強度 ( 呼び強度 ) は、品質基準強度（ c ）に下表の構造体強度補正値を加えた値以上

　　　とする。

※  暑中期間 ( 日平均気温の平均値が 2 5 ℃を超える期間 ) における構造体強度補正値は 6 Ｎ / m m  とする。
２

（３）特記無き場合のスランプは 1 8 c m 以下とする。

（４）コンクリートの養生

　　 a , コンクリートは、打込み後 5 日以上湿潤養生を行うこと。

　　 b , 気温が 2℃以下となるおそれのある場合には、適切な保温養生を行うこと。

　　 c , コンクリートの打込み後 1日間は、振動、衝撃を与えてはならない。

（５）型枠の最小存置期間

セメントの種類

普通ポルトランドセメント

構造体強度補正値

早強ポルトランドセメント

コンクリートの打込みから 2 8 日までの期間の

予想平均気温の範囲（℃）

5 ℃以上

8 ℃以上

0 ℃以上  5 ℃未満

0 ℃以上  8 ℃未満

+ 6+ 3

平均気温
早強ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント

セメントの種類

1 5 ℃以上

5 ℃以上  1 5 ℃未満

5 ℃未満

（６）基礎天端均しはセルフレベリング工法、又はモルタル仕上げとし、コンクリート直均しは採用しない。

※建設省告示第 1 6 5 5 号による。

２

3 日以上

3日以上5 日以上

8 日以上

2日以上

5日以上

（９）基礎に対するコンクリートの最小かぶり厚さ

　　 b , コンクリートの耐久性基準強度は標準： 2 4 Ｎ / m m  以上とする。

　切断したスラブ筋と同方向に同径以上の

・鉄筋を切断する場合は、貫通孔両脇に

梁

・貫通孔径は 2 0 0 m m 以下とすること。

・孔が複数の場合は、中心間隔を径の 3 倍以上と

　こと。

　すること。

※ 5  計算で確認された場合を除く。

スラブ

3 5 d

3 5 d3 5
d

3 5
d

3 5 d 3 5 d

D 1 3 ( スラブ筋切断の場合 )

（８）スリーブ補強

・孔径 1 2 0 m m 以上の貫通孔には斜筋 D 1 3 を入れる

　配筋を補強すること。

・孔径 8 0 m m 以上又は梁せい 1 / 8 以上の貫通孔には

  補強筋 D 1 0 ・折筋 D 1 0 を入れること。

・貫通孔径は 1 5 0 m m 以下かつ梁せい 1 / 3 以下とする

　こと。

・孔が複数の場合は、中心間隔を径の 3 倍以上と

　すること。

・主筋を切断してはならない。

　スタラップ筋と同径以上を２本入れること。

・鉄筋を切断する場合は、貫通孔脇に切断した

3 5
d

3 5 d

折筋  D 1 0

D 1 0

※
5

1
5

0
以

上

補強筋

3 5 d

補強筋 ( 切断の場合 )

　　 f , 柱脚補強筋

第一帯筋

2
5

d

8 d かつ 1 5 0 以上

　直行方向へ定着する場合も同様の定着長さとする。

アンカーボルトＭ２０
コーナー補強筋
D 1 3 ( 内側に配筋 )

コーナー補強筋
D 1 3 ( 内側に配筋 )

4 0 d

4 0 d

4 0 d

・補強筋はコーナー部より 1 0 0 ㎜以内に施工すること ・高基礎の場合は、別途補強筋が必要

・アンカーベース使用時に限る

出隅・入隅 Ｔ字部 アンカーボルトＭ２０による代用

　　 g , 基礎梁直交部分の主筋の定着  及び  コーナー補強筋

※
5

　※ 5  直線部分で 4 0 d 以上を確保

※5

※ 5

※
4

※ 4

　※ 4  どちらの定着長さも確保すること。

　　 c , アンカーボルトのかぶり厚さは 4 0 m m 以上を確保すること。

基礎構造標準仕様書

S D 2 9 5

S D 2 9 5 、 S D 3 4 5

S D 2 9 5

S D 2 9 5 、 S D 3 4 5

（４）各種工事で本仕様書以外のものは、「 J A S S 5 鉄筋コンクリート工事」（日本建築学会  2 0 2 2 ）を準拠する。

（３）「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」（日本建築学会  2 0 2 1 ）を準拠する。

東京都知事登録    第 6 3 6 4 8 号

株式会社  木構造デザイン  一級建築士事務所
一級建築士登録    第 3 0 3 9 7 8 号    福田浩史

構造設計一級建築士登録    第 1 7 9 9 号

令 和 7 年 8 月 2 9 日

S  -  0 0

A 2 ： ʷ   ・   A 3 ： ʷ



( 柱勝ち収まり等 )仕口の場合 土台切れの場合

（１）適用範囲

継手の場合

2 0 0  程度

アンカーボルト

土台

女木

2
0

0
 
程

度

土台

アンカーボルト

又は柱芯
△  通り芯 ,

2 0 0  程度

土台

( 見下げ )( 見下げ )

男木

※  Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

2 0 0  程度

アンカーボルト

土台

柱

2 0 0  程度

≧
 

3
6

0

土台

引張金物専用
アンカーボルト

△  基礎天端

≧
 

2
5

0

( 見下げ )

※

※

　  埋込み長さ  ≧  3 6 0  m m

　  Ｍ 1 6 以上

アンカーボルト

　場合の必要埋込み長さを示す .

男木 女木

女木男木

土台
アンカーボルト

≧
 

2
5

0 7 0  程度 △  基礎天端

( 見下げ )

※  Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

※

　場合の必要埋込み長さを示す .

　確認する。但し、座掘り座金等、ナットと座金が一体になって土台に埋込まれる

Ｊ型ア ンカーボルトを用いる 場合は、 3 6 0  m m  以上とする。その 他の  

引張金物専用アンカーボルトの呼び径は、 M 1 6 以上とする。

- 3 . その他；     上記以外では、 2 . 0 m 以内の間隔で設ける。

a ) . 引張金物専用アンカーボルトの径

（２）引張金物専用アンカーボルト

b ) . 引張金物専用アンカーボルトの基礎への埋込み長さ

引張金物専用のアンカーボルトの基礎コンクリートへの埋込み長さは、

【  Ｚマーク表示金物  】

【  Ｄマーク表示金物  】

【  Ｓマーク表示金物  】

   位 置 ( 柱 芯より 2 0 0 m m 内外 ) とする 。

   耐力壁 ( 筋交い , 合板仕様共通 ) の下部は、その両端の柱の下部に近接した

- 1 . 耐力壁 ( 筋交い , 合板仕様共通 ) の下部；

主要構造部に使用する木材・木質材料の品質については特記仕様書で指定する。

（１）木材及び木質材料

設計図書とは本標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答

工事に適用する。

木造の構法は、建築基準法施行令第 3 章 3 節に規定する木造軸組工法に適用する。

※本標準図は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる

１．一般事項

なお、上記の方法はひとつの建物で混用して構わない。

また、本標準図は在来接合工法のみについて記載しており、金物工法を用いる

場合は、金物工法用の標準図を本標準図に追加して用いること。

書を含む）をいう。

設計図書の優先順位は下記による。

1 ．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

2 ．設計図

3 ．特記仕様書

4 ．本標準図

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理

方法について協議する。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ

自主管理能力を有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

本標準図に示す構造耐力上主要な柱及び梁の接合方法は、下記による。

・梁受け金物、及びホゾパイプ等による金物工法

・継手仕口による在来工法

本標準図で指定していない金物に変更する場合は、監理者の承認を得ること。

本標準図で扱う一般的な在来プレカット工場で加工可能な範囲は以下による。

これらを超える場合は、一般プレカット工場では加工できない為、任意形状の

加工が可能な加工機を有する工場を選定すること。

・梁 : 部材断面が幅 9 0 ㎜～ 1 5 0 ㎜、梁成が幅と同寸～ 4 5 0 ㎜、及び材長６ｍ以下

・柱 : 9 0 角～ 1 5 0 角 の正方形断面、 長さ 6 ｍ以下

（２）設計図書

（３）準拠する図書

（４）設計図書の優先順位

（５）疑義

（８）製作工場の選定、承諾

（９）各種試験・検査報告書の提出

（ 1 0 ）接合工法

「木造計画・設計基準  平成 2 3 年版」  ( 国土交通大臣官房官庁営繕部監修 )

「木造住宅工事仕様書」  ( 住宅金融支援機構監修 )

「公共建築木造工事標準仕様書  平成 2 5 年版」  ( 国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

「 日 本 工 業 規 格  J I S  A 3 3 0 1 - 2 0 1 5  木 造 校 舎 の 構 造 設 計 標 準 」 ( 2 0 1 5 年 改 訂 版 )  

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計 ( 2 0 0 8 年版 ) 」  ( 日本住宅・木材技術センター )

（７）施工図及びプレカット図の提出

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

プレカット図を施工図と位置づける。

接合部のモックアップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（ 1 1 ）加工部材に関する留意事項

３．アンカーボルト

※共通事項

・アンカーボルト及び座金の品質と性能、表面処理等は、特記仕様書による。

（１）土台固定用アンカーボルト

主要構造部に使用するくぎは J I S  A  5 5 0 8 で規定される鉄丸くぎ（ N 釘）または

太め鉄丸くぎ（ C N 釘）または溶融亜鉛メッキ太め鉄丸くぎ（ Z N 釘）または

ステンレス鋼釘（ S 釘）またはせっこうボード用くぎ（ G N 釘）を用いる。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとし、造作用のビス（コーススレッド等）を用いてはならない。

使用箇所・呼び径・呼び長さ等については特記仕様書で指定する。

（２）接合具

a ) く ぎ

b ) 木質構造 用ビス

c ) ボルト・ナット・座金

（３）接合金物

d ) ドリフトピン・ラグスクリュー

b ) 製作金物b ) 製作金物

a ) 規格金物

e ) 木栓・木ダボ

防腐防蟻処理及び耐候処理（塗装）は特記仕様書で指定する。

製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、

使用部位と金物の名称、材質、その他については特記仕様書で指定する。

・公益財団法人日本住宅 ･ 木材技術センターによる規格に準じた金物；

Ｚマーク表示金物  、又は  Ｃマーク表示金物　

・性能認定金物；Ｓマーク表示金物

・同等認定金物；Ｄマーク表示金物

・ J I S  A  5 5 3 1 ； 木構 造用金 物

構造材の接合に用いる接合金物の規格は以下による。

書で指定する。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとする。使用箇所・材質・呼び径・呼び長さ等については特記仕様

４．接合一般

a ) . アンカーボルトの埋設位置；  アンカーボルトの埋設位置は以下による。

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（  ※全て最新版による。）

（１）釘接合

- 2 . 土台切れの端部及び、土台の継手仕口；

   土台切れの端部及び、土台の継手仕口では、男木の端部に設ける。

   当該部分が出隅の場合は、出来る限り柱に近接させた位置とする。

（４）接着剤

（５）防腐防蟻処理及び耐候処理

２．材料

・釘の長さは材厚の 2 . 5 倍以上とする。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・自動釘打ち機を使用する場合は、圧力を適切に調整するか、弱めの圧力で打込ん

　だうえに手で打込んで仕上げる等により、釘頭のめり込みを防ぐ。

・面材表面に対し、釘頭がめり込んではならない。

・木口面に打たれた釘は、引抜き方向に抵抗させることはできない。

※  先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。

（２）木質構造用ビス接合

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

比重 が  0 . 5  以 上の 樹 種・ ・・ ・呼 び径 の  6 0 ～ 7 5  ％

・木口面に打たれた木質構造用ビスは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

上記以外の樹種  ・・・・・・呼び径の  4 0 ～ 7 0  ％

・締付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適している

　ことを確認する。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを

（３）ボルト接合

・ボルトの締め付けは、座金等が木材に軽くめり込む程度とし、過度に締付けない。

　　は特記仕様書で指定する。

　　※  ボルト・ナット及び座金の使用部位、種類、材質、寸法、表面処理について

主要構造部に使用する場合は所定の強度が確保できる樹種を指定する。

節・目切れ等の耐力上の欠点のないものとする。

樹種・径等については、特記仕様書で指定する。

上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験評価

機関で試験成績書を取得して基準耐力が明示された金物を、規格金物として

使用できる。

特記仕様書及び設計図による。

適切な防腐防蟻処理については特記仕様書で指定する。

　 2 )  主要構造部に使用するボルト・ナットのねじは J I S B 0 2 0 5 に示すメートル並目

　　ねじとし、構造上主要な部分には M 1 2 以上を用いる。

　 3 )  ボルト及びナットを用いて木材及び接合金物を緊結する場合には適切な寸 法

　　と厚みのある座金を用いる。

土台及び外壁の地盤面から 1 ｍ以下の構造材については適切な防腐防蟻処理を行う。

建築現場で用いる接着剤の名称・材質・使用環境等については特記仕様書による。

　 1 )  主要構造部に使用するボルト及びナットについては以下による。

・公益財団法人日本住宅・木材技術センター規格に準じた金物に使用するボルト

　及びナット

・ ボ ル ト は J I S  B  1 0 5 1  , ナ ッ ト は J I S  B  1 0 5 2  に 規 定 さ れ る 機 械 的 性 質 を 満 た す

炭素鋼

・上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験成績

書を取得して、耐力が明示された金物に使用するボルト及びナット

原則として、構造計算による応力の検定に現場接着による接着剤の耐力は算入

しない。但し、たわみや振動等に対する剛性確保のために接着剤の効果を見込む

場合はこの限りではない。

アンカーボルトを用いる場合は、引張金物の耐力を満た埋込み長さとする。

　タイプのものについては、メーカーの使用条件による。

　ネジタイプを用いてはならない。また、鋼板の孔径は以下のとおりとする。

・引張力を負担する構造上主要な箇所のボルトで、設計図書で指定する部位のもの

　については、ダブルナット等、弛み止め等の適切な処置を行う。

　していることを確認する。

・座金の厚さと大きさは、同じ胴径のボルト接合部における規定値を用いる。

（４）ラグスクリュー接合

・締付けに先立ち、ラグスクリューの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適

比重 が  0 . 5  以 上の 樹 種・ ・・ ・呼 び径 の  6 0 ～ 7 5  ％

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

※  先孔の深さは、ネジ部の長さと同寸以上とする。

・一度ねじ込んだラグスクリューは、抜き直して再びねじ込むことは避ける。

・ラグスクリューの挿入は、スパナやインパクトレンチ等を用い、必ず回転させて

　行う。ハンマー等での叩き込みによる挿入を行ってはならない。

（５）ドリフトピン接合

（６）木栓接合

・ドリフトピンは、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に

　用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・木栓は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に用いる

　ものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・ドリフトピンは、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・木栓は、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・施工に際しては、木栓を孔に対し打込む時に、折れ曲がりや割れ、頭部の潰れ等

・木栓は湿気の少ない場所で保管し、現場においても水に濡れないよう注意する。

　が生じないよう注意し、無理な打撃を加えてはならない。

（７）グルードインロッド接合

・グルードインロッド接合とは、軸組部材の木口に先孔を開け、鋼棒等を挿入して、

　樹脂接着剤等を注入・充填させることにより、接着剤の付着抵抗と鋼棒等の引張

　によって、応力を伝達する接合をいう。

・グルードインロッド接合は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い

　木質材料に用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・施工に際しては、所定の適用範囲や材料、手順、接着剤の使用環境、養生方法等

　を遵守して適正に行う。

・施工に際しては、孔に対しテーパーのある側を先端にして打込み、無理な打撃を

　加えてはならない。

上記以外の樹種  ・・・・・・・呼び径の  4 0 ～ 7 0  ％

・ 呼 び 径  M 1 2 以 下 ； ＋ 1 . 0 m m

・ 呼 び 径  M 1 6 以 上 ； ＋ 1 . 5 m m

・鋼板を側材に用いる場合のラグスクリューは、切削ネジタイプとし、転造

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（１）
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（※  特殊加工機対応）

A  柱 - 横架材仕口；一般部（土台共通 )

B  柱 - 横架材仕口；出隅部（土台共通 )

C  通柱―横架材仕口；胴差し C  通柱―横架材仕口；桁差し

D  大梁－小梁仕口；蟻仕口

G  梁－梁仕口；逆蟻仕口 ※  バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

E  梁－梁継手；腰掛鎌継

F  梁－甲乙梁仕口；大入れ

※  バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。H  梁－梁仕口；茶臼仕口

※棟束を挟まない場合

Ｉ  その他；まぐさ欠き Ｊ  その他；間柱欠き

（※直交材転び）

（※  特殊加工機対応）

Ｎ  斜め柱差し大入れ  Ｍ  斜め桁差し  Ｌ  斜め胴差し  

Ｏ  登り胴差し Ｒ  登り座付きホゾＰ  登り桁差し Ｑ  登り斜めホゾ

S  登り梁合掌部 T  登り梁 合掌尻  

U  方杖－梁仕 口  V  方杖－柱仕口  

W  渡り顎 X  登り梁渡り顎

Ｋ  その他；垂木欠き

※  開口上部の横架材の間柱欠きは、

0 ～ 6 m m  以下とする。

※  筋交い耐力壁の中桟も上図に準じる。
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※  柱持たせの柱幅は、大梁の幅と同寸以上とする。
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※  H は大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H

h 1  ＝  ( H × 0 . 6 5 ) ＋ 1 5 m m  以上
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男
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8
≧

B

w 1

（見下げ）

　　柱持たせのおさまりとしなければならない。 ( 下図参照 )

小梁せいが大梁せいより大きい場合には、

※  小梁せいが大梁せいより大きい場合；

※梁からこぼれないよう注意

（見下げ）
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※  材せいは、女木 ( H 1 ) ≧男木 ( H 2 )  

とする。

男木女木

6 06 0 1 5

梁

1 / 4 以上確保すること。　 ( h ≧ H × 1 / 4 ）

※  甲乙梁下端～梁下端までの寸法は、梁せいの
～  ( B × 1 / 4 ）※最大  ｂ＝ 1 5 m m  

※  h  ≧  H × 1 / 4
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h 1  ＝  ( H × 0 . 6 5 ) ＋ 1 5 m m  以上

w 1  ＝  B － 4 ( ～ 2 程度 ) m m  

※  H は大梁と小梁の重なり寸法を示す。
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※θ°≧  2 6 . 6  
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※  H は大梁と小梁の重なり寸法を示す。
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（見下げ） 登り梁
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梁

( 矢示 )
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横架材（土台 , 梁 )

山形プレート等

（は）相当以上の接合金物

1 5 程度1 5 程度
1 5 程度

1 5 程度 1 5 程度

1 5 程度

柱

( 矢示 )

θ≦ 4 5 °
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≧
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特殊加工機を用いることにより対応が可能な継手仕口の一例を、本節に示す。

柱柱柱
大入れホゾ
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1 5 程度

ホゾ
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横架材

柱

横架材横架材

ホゾ

ホゾ

大入れ

柱

大入れ

　  使用するコーナー金物は、羽子板同等以上の引張耐力を有するものとする。

※  Ｌ , Ｍともに、柱梁の緊結には引きボルトの代わりにコーナー金物を横使いとする。

※  Ｌ , Ｍともに、梁幅が柱からこぼれない範囲で用い、柱断面を調整して使用すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

θ≧ 4 5 °
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り
梁

大入れ
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ホゾ

柱

登
り
梁

θ≧ 4 5 °

締付け

ボルト

ホゾ

柱

登
り
梁

ホゾ
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8
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≧
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0
≧

3
0

≦ 5 0

方
杖

θ≧ 1 1 . 3  °

8 5 ～ 8 8

≦
5

0

締付けボルト

柱

≦ 5 0方杖

羽子板ボルト

≦1 8 0

5 7 ～ 6 0

短期基準引張耐力 7 . 5 k N 以上

短冊金物  ビス又はボルト留め

ホゾ

両引きボルト
, 角座金

5
7～

6
0

締付けボルト

≦
5

0

θ≧ 1 1 . 3  °

≧ 3 0 ≧ 3 0

8 5 ～ 8 8

・孔深さ 5 7 ～ 6 0

h 2  ＝  5 5 m m 以上 ,  h 1 － 2 5 m m  程度以下  

h 2  ＝  5 5 m m 以上 ,  h 1 － 2 5 m m  程度以下  

h 2  ＝  5 5 m m 以上 ,  h 1 － 2 5 m m  程度以下  

※平 1 2 建告 1 4 6 0 号表 3

・化粧おさまりの場合

θ≧ 4 5 ° θ≧ 4 5 °

θ≦ 4 5 °

横架材

柱柱 まぐさ

3 ～ 1 2 3 ～ 1 2

3～
1

2

５．軸組標準接合部

（４）継手・仕口の補強金物

　引抜力を計算し、引抜力以上の

（梁 - 梁  接合部）
・水平構面の外周部横架材接合部

　においては、床水平構面による

　すること。

　耐力を保有する接合金物を使用

・上記以 外の接 合部に は、 7 . 5 K N

　以上の引張耐力を保有する接合

　金物を使用すること。（右図参照 )

（梁 - 梁  接合部）

　すること。

　引抜力を計算し、引抜力以上の

・水平構面の外周部横架材接合部

　においては、床水平構面による

　耐力を保有する接合金物を使用

・上記以 外の接 合部に は、 7 . 5 K N

　以上の引張耐力を保有する接合

　金物を使用すること。（右図参照 )

（小梁端部接合部）

・小梁端部接合においては、

　地震力によって外れ落ちる

　接合金物で緊結すること。

　以上の引張耐力を保有する

　ことのないよう、最低 3 . 0 k N

・耐力壁枠柱の柱脚・柱頭においては、耐力壁による引抜力を計算し、引抜力以上

　の耐力を保有する接合金物を使用すること。

・上記以外の柱脚接合部には、 5 . 1 K N 以上の引張耐力を保有する接合金物 ( 平 1 2 建告

　 1 4 6 0 号表３に対応する表符号の”は”相当以上 ) を使用すること。

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（２）

（１）共通事項及びキーフレーム

※  材せい 1 5 0 mm以下かつ、上階からの柱や

直交梁を受けないときに用いること 。

※  胴差しで通し柱に取り付く方向は、 ２方向までとする。

（３）特殊加工機を用いた標準的な継手仕口   ( m m )

（２）標準的な継手仕口   ( m m )

　 　 　  　 　 　  □  長 ホ ゾ      9 0  m m

　 　 　  　 　 　  □  上 記 以 外 (    )  m m

h  ； ホ ゾ 長 さ 　 □  短 ホ ゾ  4 5 ～ 6 0  m m

　 　 　  　 　 　  □  上 記 以 外 (    )  m m

　 　 　  　 　 　  □  長 ホ ゾ      9 0  m m

h  ； ホ ゾ 長 さ 　 □  短 ホ ゾ  4 5 ～ 6 0  m m

※  垂木下端に欠き込みを設けてはならない。

鶴岡市建設部

建築課　　　

設計承認済

担当 主査 課長課長補佐
ＨＡＲＡＤＡ・ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ　ＧＲＯＵＰ株式会社
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木造軸組接合部標準図 ( ２ ) S  -  0 2



鶴岡市建設部
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ＴＥＬ（代表）０２３５（２３）８８４４／／ＦＡＸ０２３５（２３）８８６７
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第三学区放課後児童クラブ新築工事
訂
正

東京都知事登録    第 6 3 6 4 8 号

株式会社  木構造デザイン  一級建築士事務所
一級建築士登録    第 3 0 3 9 7 8 号    福田浩史

構造設計一級建築士登録    第 1 7 9 9 号

令 和 7 年 8 月 2 9 日

A 2 ： ʷ   ・   A 3 ： ʷ

木造軸組接合部標準図 ( ３ )

※  枠材用ホールダウン金物は , 4 5 m m 用を用いること ( 3 0 m m 用は不可）
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・・・ 4 . 3  倍

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（３）

１

２

３

1 ) 各部材料

４

間 隔： 9 0 0 ㎜ ≦ P ≦ 1 0 0 0 ㎜

５

６

７

８

高耐力壁の端部および合板継ぎ目部の柱： 1 2 0 ㎜× 1 2 0 ㎜以上

構造用合板継ぎ目部横つなぎ材： 1 2 0 ㎜× 1 2 0 ㎜以上

グリ ッド柱に取付く受け材 ： 7 5 ㎜× 1 2 0 ㎜ 以上

高 さ ： 1 8 0 0 ㎜ ≦ H ≦ 3 6 5 0 ㎜

間柱：見付け 4 5 ㎜以上、見込み 1 2 0 ㎜以上、間隔Ｐ / 3 以下

ａ . 条件及び仕様

７ ７

１ ４

７

1 5 0 m m × 1 5 0 m m 以上とする
主要鉛直構面の交点の柱 ( グリッド柱 ) は

柱頭柱脚ホゾ : 厚さ 3 0 ㎜×深さ 9 0 ㎜以上

2 ) 各部仕口形状及び性能

A

B

間柱両端 : 横架材への溝加工及び 1 5 ㎜程度大入れC

中桟端部ホゾ：

片側から柱に取り 付く場合：厚さ 3 0 ㎜×深さ 9 0 ㎜ホゾ差し

両側から柱に取り 付く場合：厚さ 3 0 ㎜×深さ 6 0 ㎜ホゾ差し

各階の柱頭柱脚部 :

耐力壁のせん断を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト :

水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る

3 ) 各部への釘打 及びビス止め

横架材・柱・受け材： N 5 0 ＠ 6 0 ㎜チドリ打ち

間 柱 : N 5 0 ＠ 9 0 ㎜ 打 ち

ｳ

ｴ

ｵ

ｶ

ｷ

ｸ

ｱ

ｲ

D

E

　を除き、柱及びはりに対するかかり寸法 : 6 0 ㎜以上ｲ

2 階耐力壁合板を２階床大梁へ留め付ける場合かかり代 : 5 0 ㎜以上

柱 はりのへり 空き : 2 5 ㎜以上

金物が干渉しへり空きが確保できない合板部分のへり空き : 8 ㎜以上

を除き、合板に対するへり空き : 1 5 ㎜以上ｵ

　の受け材とグリット柱 :７

ｶ
ｲ

ｶ
ｵ

ｶ

ｳ

ｳｴｴ ｳ

柱

柱構造用合板

6 0 以上
1 5 以上2 5 以上

6 0 以上
1 5 以上2 5 以上

8 以上

6
0

6
0 6

0

6
0

6 0

6 01 5 以上
5 0 以上

ｱｱ

2 5 以上
ｴ D

柱

ｶ
ｱ 柱

ｶ ｶ

ｳ

ｴ ｳ

ｱ

ｴ

ｱ

ｳ

ｶ ｶ
ｵ

ｱ
ｶ

ｳ

ｴ ｳ ｴ ｳ

一般 部 補強金物 付近

構造用合板

土台

柱柱

土台

構造用合板

6
0

6
06

0

6
0

6
06

0

6
06

0

1 5 以上
6 0

6 0
6 0 以上

2 5 以上
6 0 以上

1 5 以上
6 0 以上

2 5 以上 1 5 以上

6 0 以上

1 5 以上2 5 以上

6 0 以上
1 5 以上2 5 以上

6 0

1 5 以上 6 0
6 0 以上

8 以上

8 以上

ｱ ｱ

2 5 以上

ｴ

2 5 以上
ｴ

ｵ

D

2 階床大梁 2 階床大梁

構造用合板

2 階床大梁

D
柱

７

７

土台

柱

D

構造用合板

構造用合板

D

D

8 以上

７

釘 打ち要領図

補強金 物付近

（グリ ッド柱 部）

９

高耐力壁を用いる場合のグリッド柱： 1 5 0 m m × 1 5 0 m m 以上

小 屋 柱 ： 1 2 0 m m × 1 2 0 m m 以 上

（グリッド柱：Ｘ方向とＹ方向の主要鉛直構面の交点の柱）
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２
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１

８

７

５

小屋柱、梁に N 5 0 @ 7 5

釘打ち
間柱に N 5 0 @ 2 0 0 以下で

小屋耐力壁
構造用合板 t ＝ 1 2 m m ( 両面 )

面 材：構 造用合 板　 t = 1 2 ㎜ 　両面 張り

木質構造 用 ビスφ 6 、 L 1 3 0 ～ 1 5 0 @ 1 0 0 ( 2 列 ) で留め 付 け る 。

耐力の金物を使用する

M 1 6 アンカーボルト耐力壁１ P 当り２本設ける

構造用合板はたて張り、４周を釘打ちする

１

ｵ

（２）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁（ J I S  A  3 3 0 1 標準仕様）：　短期許容せん断耐力⊿ Q a ＝ 2 9 . 6 k N / m

本耐力壁を採用する場合は、設計図書に試験成績書を添付すること。

6 . 1  共通事項

（１）昭 5 6 建告 1 1 0 0 号に準じた耐力壁 面材種類：構造用パーティクルボード、構造用 M D F 、構造用合板、構造用パネル（ O S B )

6 . 2  面材耐力壁の仕様

６．面材耐力壁 ( 注)   ( 単位 ) m m

土台又は横架材

床合板

床合板勝ち受け材要領図

   壁倍率は、真壁仕様の数値を適用すること

※  入隅部等で受け材を用いて面材を張った場合の

耐力壁の土台と基礎との間は、無収縮モルタル又は十分な耐久力を持つスペーサー材を挿入し隙間を埋めること。

柱の有効細長比（断面の最小二次率半径に対する座屈長さの比）は、 1 5 0 以下とすること。

面材張り耐力壁の面材に対する釘頭のめり込みは、面材厚の 1 0 ％未満かつ 1 m m を限度とする。左記を超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること。

各部仕口形状は、（３）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁を除き、木造軸組接合部標準図（２）５ . 軸組標準接合部に準ずる。

( 両面張りの場合は、＠ 6 0 m m 以下 )
構造用パーティクルボード、構造用 M D F ：釘 N 9 0 ＠ 1 2 0 m m 以下

※  床合板勝ち仕様
　  の場合

受け材と柱梁

横架材・柱

中桟

間柱ｴ

外周受材

アンカーボルト

             　　     H ≦ 6 0 0 0 m m 、

　　　             　  6 0 0 ㎜≦ P ≦ 2 0 0 0 ㎜

    　　   　　   　    幅 4 5 以上、間隔 5 0 0 m m 以下

　　　　　　　　　　  幅 9 0 ㎜以上

かつ一連の耐力壁の両端柱芯間距離の 5 倍以下

中桟　　　　

面材および

ｳ

構造用パーティクルボード  t = 9 ㎜、構造用 M D F  t = 9 m m
１

壁倍率

3 ) 面材の釘打ち方法

B

C

４

５

２

３

ｱ

ｲ

2 ) 各部仕口形状及び性能

B

C

ｱ

ｲ

ｳ

１

４

５

２

３

3 ) 面材の釘打ち方法

面材および
壁倍率

間柱端部             突き付けの上、 2 - N 7 5 斜め釘打ち

中桟端部             突き付けの上、 2 - N 7 5 斜め釘打ち

中桟　　　　　　　　  幅 9 0 ㎜以上

2 ) 各部仕口形状及び性能

間柱       　　   　    幅 4 5 以上、間隔 5 0 0 m m 以下

高さ                  H ≦ 6 0 0 0 m m 、

柱間隔             　  6 0 0 ㎜≦ P ≦ 2 0 0 0 ㎜

構造用パーティクルボード  t = 9 ㎜、構造用 M D F  t = 9 m m

かつ一連の耐力壁の両端柱芯間距離の 5 倍以下

６ 受け材　　　　　　　   幅 4 5 ㎜以上

ｴ

中桟

間柱

間柱       　

高さ                 

柱間隔             

　　　　　　　　　　　ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る耐力を有する

金物を使用する

中桟端部　　　　

間柱端部         

 M 1 2 以上のアンカーボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から 2 0 0 m m 内外）に

１本ずつ設ける

A 各階の柱頭柱脚部 A 各階の柱頭柱脚部

D D アンカーボルト

面材の釘打ち 面材の釘打ち

　　　　　　　　　　　ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る耐力を有する

金物を使用する

 M 1 2 以上のアンカーボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から 2 0 0 m m 内外）に

１本ずつ設ける

ｵ 受け材 受け材ｵ

構造用合板、構造用パネル：釘 N 9 0 ＠ 2 0 0 m m 以下
( 両面張りの場合は、＠ 1 0 0 m m 以下 )

2 2 . 5 ㎜以上柱及びはりに対するかかり寸法

面材に対するへり空き 1 0 ㎜以上

柱はりのへり空き 1 2 . 5 ㎜以上

受け材に対するかかり寸法

受け材のへり空き

2 2 . 5 ㎜以上

1 0 ㎜以上

1 2 . 5 ㎜以上

面材の４周を釘打ちする . 面材の４周を釘打ちする .

金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする . 金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする .

受け材と柱梁 釘 N 9 0 ＠ 1 2 0 m m 以下　 ( 両面張りの場合は、＠ 6 0 m m 以下 )

構造用合板  t = 9 ㎜以上、構造用パネル ( O S B )  t = 9 m m 以上 ・・・ 3 . 7  倍 構造用合板  t = 9 ㎜以上、構造用パネル ( O S B )  t = 9 m m 以上 ・・・ 3 . 3  倍

耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト :  耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト :  

・・・ 4 . 0  倍

ａ . 面材張り大壁仕様耐力壁 ｂ . 受け材付き真壁仕様耐力壁

面板に対するへり空き

壁倍率： 4 . 3 または 3 . 7 ｂ - 1 .  高倍率仕様真壁耐力壁 壁倍率： 4 . 0 または 3 . 3

梁
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6 m m 以上
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ａ - 1 .  高倍率仕様大壁耐力壁

構造用合板： C N 5 0 ＠ 7 5 ㎜以下 ,   左記以外の面材； N 5 0 ＠ 7 5 ㎜以下

構造用合板： C N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下 ,  左記以外の面材： N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下

構造用合板： C N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下 ,  左記以外の面材： N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下

構造用合板： C N 5 0 ＠ 7 5 ㎜以下 ,   左記以外の面材； N 5 0 ＠ 7 5 ㎜以下

構造用合板： C N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下 ,  左記以外の面材： N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下

構造用合板： C N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下 ,  左記以外の面材： N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下

※  構造用合板には、ＣＮ釘を用いること .※  構造用合板には、ＣＮ釘を用いること .

受け材　　　  4 5 × 6 0 以上 受け材　　　  4 5 × 6 0 以上

５

ｵ 受け材

ｱ 面材の釘打ち

壁倍率
面材および

１
壁倍率
面材および

１
構造用合板  t = 9 ㎜以上、構造用パネル ( O S B )  t = 9 m m 以上

構造用パーティクルボード  t = 9 ㎜、構造用 M D F  t = 9 m m

2 ) 各部仕口形状及び性能2 ) 各部仕口形状及び性能

２ ３ ４ ５ ４３２

A B C D DCBA

3 ) 面材の釘打ち方法 3 ) 面材の釘打ち方法

ｴ N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下

ｲ

ｳ

間柱

中桟

横架材・柱

面材の釘打ちｱ

ｂ - 1 . （ 高倍率仕様 ）に同じ

ｂ - 1 . （ 高倍率仕様 ）に同じ

ｂ - 1 . （ 高倍率仕様 ）に同じ

ｳ

ｲ

ｴ

外周受材

中桟

間柱

構造用合板  t = 9 ㎜以上、構造用パネル ( O S B )  t = 9 m m 以上

構造用パーティクルボード  t = 9 ㎜、構造用 M D F  t = 9 m m

　  の場合
※  床合板勝ち仕様 受け材と柱梁

受け材ｵ

N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下

N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下 N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下

N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下

N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜以下

釘 N 9 0 ＠ 2 0 0 m m 以下　 ( 両面張りの場合は、＠ 1 0 0 m m 以下 )

ａ - 1 . （ 高倍率仕様 ）に同じ

ａ - 1 . （高倍 率仕様）に 同じ

ａ - 1 . （ 高倍率仕様 ）に同じ

・・・ 2 . 5  倍

・・・ 2 . 5  倍 ・・・ 2 . 5  倍

・・・ 2 . 5  倍

６

受け材と柱梁 釘 N 9 0 ＠ 3 0 0 m m 以下　 ( 両面張りの場合は、＠ 1 5 0 m m 以下 )

※床勝ち仕様の場合の受け材及び釘打ち方法はａ - 2 . に準ずる

ａ - 2 .  標準仕様大壁耐力壁 ｂ - 2 .  標準仕様真壁耐力壁

受け材　　　　 4 5 × 6 0 以上受け材　　　　 4 5 × 6 0 以上

壁倍率： 2 . 5 壁倍率： 2 . 5

6 . 3  その他の耐力壁

・大臣認定を取得した耐力壁については、認定書に記載された適用範囲及び仕様を守ること。

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された耐力壁については試験成績書の仕様に準拠することとする。

・木造軸組工法住宅の許容応力度設計（ 2 0 1 7 年版）の詳細計算法による面材張り耐力壁については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

※  枠材用ホールダウン金物は , 4 5 m m 用を用いること ( 3 0 m m 用は不可）

※  床勝ち仕様の場合の受け材及び釘打ち方法はａ - 1 . に準ずる

          　　間柱欠きに 3 ～ 1 5 m m 大入れの上、 2 - N 7 5 斜め釘打ち

　　　　　   　まぐさ欠きに 3 ～ 1 5 m m 大入れの上、 2 - N 7 5 斜め釘打ち

S  -  0 3
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受 け 材 厚 3 0 m m の 場 合 は 、 N 7 5 、 C N 7 5 　 以 上

１．直交梁との取り合い

( 注 )   ( 単位 ) m m
６Ｂ．昭５６建告第 1 1 0 0 号第 1 第一号に基づく面材張り大壁耐力壁納まり図

梁

柱

18
0

柱

18
0

18
0

直交梁

1 5 0 以下

1
5

0以
下 2

2
.

5以
上

1
0
以

上
1

2
.

5以
上

1
5

0以
下 2

2
.

5以
上

1
0
以

上
1

2
.

5以
上梁

1 5 0 以下

A ：通常 B ：合板端欠

柱

18
0

2
2

.
5以

上

1
0
以

上
1

2
.

5以
上梁

1 5 0 以下

直交梁

1
5

0以
下

※
a

間柱 ( 留め付け 2 - Ｎ 7 5 以上）

24
0

梁

柱

※
a

B - 2 ：合板端欠

※ a （梁と直交梁の差）が規定の釘ピッチを超える場合

4 5 以上

構造用面材

構造用面材

1 2 以上

1
2
以

上

1 2 0 1 2 0

1 0 以上1 2 . 5 以上

2 2 . 5 以上

1 0 以上1 2 . 5 以上

1 2 0

2 2 . 5 以上

1 0 以上 1 2 . 5 以上

構造用面材

梁

構造用面材

2 以上

2
以

上

構造用面材

３．受材・間柱勝ち負けルール

柱

柱

合
板

相
互

の
あ

き
6

m
m以

上

構造用面材

構造用面材

A ：上下面材あき

４．面材相互あきのルール

3 0 ・ 4 5

3
0・

4
5

ホールダウン穴

○○

※ ( 株 ) タナカ　枠材用ホールダウン H i 　 M , L （ 3 0 ， 4 5 )

５．入隅時納めおよび

A ：枠無し

1 5 0 以下

1
5

0以
下 2

2
.

5以
上

1
0
以

上
1

2
.

5以
上

1 0 以上

間
柱

欠
き

1
5
以

上

間柱

柱

梁

2 2 . 5 以上

1 0 以上 1 2 . 5 以上

構造用面材

1
5

0以
下

1
2

.
5以

上

1 5 0 以下

※間柱勝ち梁

間
柱

欠
き

1
5
以
上

間柱

15

間柱

中桟

1 5

柱

柱

間柱 ( 枠材 )

間柱 ( 枠材 )

※中桟勝ち

端部

端部

構造用面材

B ：枠有り

1
0
以

上
1

2
.

5以
上

2
2

.
5以

上

間柱 ( 留め付け 2 - Ｎ 7 5 以上）

梁 梁

直交梁

柱

D ：耐力壁内に直交梁が在るとき
※好ましくない納まり

4
5
以

上

構造用面材

梁

柱

18
0

21
0

1
0
以

上
1

2
.

5以
上

1 5 0 以下

1
5

0以
下

○
○

○○

直交梁

C ：柱持たせ

2
2

.
5以

上

構造用面材

1 2 0

1 0 以上1 2 . 5 以上

2 2 . 5 以上

2 2 . 5 以上

B : 間柱取付面材あき

間柱 ( 留め付けＮ 7 5 以上）
＠ 3 0 0 ( 両面張の場合＠ 1 5 0 ) 千鳥打ち

※ (株 ) カネシン　枠材用フレックスホールダウン　
枠材厚 4 5 m m まで

枠材用ホールダウン納め

柱

受材（耐力壁受け）

土台
土台

N 9 0 ＠ 3 0 0
受材留め釘

耐力壁留め釘

X 断面

床面材

B ：床面材・スペーサー納まり

A ：面材受材納まり

６．床勝面材との取り合い

面材受材

1 5 0 1 5 0 1 5 0
2 0

2 0

※千鳥打ちを原則とする。

床合板

間柱

柱

土台

構造用面材

スペーサー

受材（耐力壁受け）

N 9 0 ＠ 3 0 0
受材留め釘

土台

スペーサー

Y 断面

構造用面材

床面材

スペーサー

柱

平面

耐力壁留め釘

スペーサー留め釘　 N 7 5 ＠ 1 5 0

床面材

７．水平構面

梁

母屋

耐力壁

水平構面

間柱

木質構造用ビス

柱

梁

※水平構面を設置する前に耐力壁を施工する事を原則とする。

間柱勝ち

母屋

柱

梁

母屋受

梁

母屋

母屋受

柱

ﾅ ﾅ ﾒ 打ち
2 - φ 6 L = 1 1 0 以上
木質構造用ビス

B ：中桟仕様

2 - φ 6 L = 1 1 0 以上
ﾅ ﾅ ﾒ 打ち

4 5 × 9 0 以上

2 － N 9 0

4 5 × 9 0 以上

垂木受材

母屋

柱

梁

束

※束受けを設ける前に
耐力壁を設置する事

柱

梁

垂木受
垂木

B - 2 ：垂木受仕様

N 9 0 ＠ 1 5 0
千鳥打ち

A ：前束仕様

受材
垂木受
N 9 0 ＠ 1 5 0
千鳥打ち

柱

間柱

受材

※受材は柱及び

　間柱間に設置

受材

水平構面
梁

受材

垂木受

垂木

８．下野部分の納まり

受材
千鳥打ち
N 9 0 ＠ 1 5 0
垂木受

２．勾配屋根の納まり

B ：妻側構面納まり

垂木

柱 柱
1 2 0

耐力壁

登り梁

C ：登梁無し妻構面

垂木

柱 柱耐力壁

1 2 0

柱

梁

幅広垂木

梁幅同等

A ：登梁

柱

1 2 0

1 8 0

登り梁

構造用面材

９．小屋筋交い

A ：段差 ( 梁内）

A ： 2倍耐力壁仕様

B ： 4倍耐力壁仕様

１０．段差

耐力壁

梁

3
0
以

上
1

0
5以

上

4 5 以上

梁

1
0

5以
上

4 5 以上

梁

梁受金物

梁

3
0
以

上

木質構造用ビスφ 6 L = 1 1 0 以上
＠ 1 5 0 千鳥打ち

木質構造用ビスφ 6 L = 1 1 0 以上
＠ 1 5 0 千鳥打ち

ホゾ差し

B ：跳ね出し梁

受材 受材

柱 柱耐力壁

跳ね出し梁

仕上

※床合板勝ち

※外部との段差

　は仕上材で
　確保する

受梁

梁

小屋筋交い

柱 柱

小屋筋交い
1 5 × 9 0 以上

2 - N 5 0

登梁

4 5 × 9 0 以上

柱 耐力壁 柱 柱

小屋筋交い

それ以上の場合は下耐力壁を小屋耐力壁まで張り上げる

柱 耐力壁 柱 柱

小屋筋交い
1 5 × 9 0 以上

それ以上の場合は下耐力壁を小屋耐力壁まで張り上げる

※下耐力壁線の平均倍率が２倍以下まで。

※下耐力壁線の平均倍率が４倍以下まで。

4 5 × 9 0 以上

筋違い ﾌ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ
引張金物
1 0 k N 以上

仕様を参照
※耐力壁内桟

1 5 0 以下A ：通常 1 5 0 以下

構造用面材

梁柱

梁 1
5

0以
下

B ：合板端欠

・ 面 材 は、 9 m m 以 上 を 標準 と す る 。

＜共通事項＞

・ 梁 仕 口部 及び 柱 頭柱脚 部の 接合 金物は 、木造 軸組接 合部 標準 図（２ ）を参 照する こと。

・ 間 柱 ・受 材・ 筋 違等構 造に 関わ る羽柄 材の品 質につ いて は、 未乾燥 材およ び皮付 き材は 不可とし 、四面 ピン角 、ねじ れ、反り の無い 物とす ること を 原 則と する。

・ 釘 ピ ッチ の基 準 は使用 釘本 数を 満たし ている 必要が ある 。記 載のピ ッチは 「辺の 長さ ÷ ピッチ＋ １本」 と読む ことと する。

・ 開 口直 下 の梁 への間 柱 欠きは 、原則 行わ な い 事。

・間柱（受材）を梁等へ留め付ける場合、釘及び木質構造用ビスの長さは ､ 受け材厚さの 2 . 5 倍以上を標準とする。

受け材厚 4 5 m m ( 耐力壁：水平力のみを 負 担 する場 合 ）は、 N 9 0 、 C N 9 0 （真壁の受け材留め付けと合 わせる） 以 上

受 け 材 厚 4 5 m m ( 水 平 構 面 ： 鉛 直 力 と 水 平 力 を 負 担 す る 場 合 ） は 、 N 1 1 5 、 木 質 構 造 用 ビ ス L 1 1 0  以 上

1
5

0以
下

梁

木
質

ボ
ー

ド
系

に
つ

い
て

は

間柱

4 5

構造用面材 構造用面材

木質ボード系については
合板相互のあき　 2 ～ 3 　 m m

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（３Ｂ）
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木造軸組接合部標準図 ( ４ ) S  -  0 5

構造用合 板は N 7 5 ＠ 1 5 0 ㎜川の字 釘打ち で横架 材 , 甲乙 梁 , 床 受材に 留め付 ける

1 ) 各部材料

面材：構造用合板 t = 2 4 ㎜又は 2 8 ㎜横架材に直張り

甲乙梁 : 9 0 ㎜× 9 0 ㎜の正角材又は幅 7 5 ㎜×成 1 2 0 ㎜製 材を 平使い

大梁側面に取り付ける床受材 : 幅 5 5 ㎜～ 7 5 ㎜×成 1 2 0 ㎜の製材

2 ) 各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける

構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ 1 5 ㎜程度の大入れ

甲乙梁端部は床受け材に対して床受け材を深さ 1 5 ㎜×成 6 0 ㎜

切り欠き甲乙梁は成 6 0 ㎜分大入れし床受け材勝ちの納まりとする

3 ) 各部へ の釘打及 びビス止め

構造用合板は N 7 5 ＠ 7 5 ㎜日の字釘打ちで横架材 , 甲乙梁 , 床受材に

留め付ける

大梁側面へ取り付ける床受材は木質構造用ビスφ 6 , L 1 3 0 ～ 1 5 0

3 ) 各部への釘打及びビス止め

構造用合 板は N 7 5 ＠ 1 5 0 ㎜日の字 釘打ち で横架 材 , 甲乙 梁 , 床 受材に 留め付 ける

立面図

1 ) 各部材料

面材：構造用合板 t = 2 4 ㎜登梁及び母屋に直張り

母屋 : 幅 1 2 0 ㎜×成 1 2 0 ㎜の製材

　　  多雪区域 ( 3 級及び 4 級 ) の場合は幅 1 2 0 ㎜×成 1 5 0 ㎜の製材

軒先転び止め : 幅 1 0 5 ㎜×成 3 0 0 ㎜の製材を用い , 天端は屋根面に合わせ切り欠く
側面図 側面図平面図 軒先転び止めの外面に直貼りする構造用合板 : t = 1 2 ㎜

2 ) 各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には母屋を設ける

屋根の合板レベルに対して低い位置にある軒先の大梁上に転び止めを設け構造用合板

を受ける構成

母屋端部は登梁に対して深さ 1 5 ㎜程度の大入れ

3 ) 各部 への釘打及びビ ス止め

1 3 . 5 k N / m 仕 様 : 構 造 用 合 板は N 7 5 ＠ 7 5 ㎜ 4 周 ( ロ の 字 ) 釘 打ち で 登 梁 及 び 母 屋 に留 め 付 け る

1 9 . 1 k N / m 仕 様 : 構 造 用 合 板は N 7 5 ＠ 5 0 ㎜ 4 周 ( ロ の 字 ) 釘 打ち で 登 梁 及 び 母 屋 に留 め 付 け る

母屋端部に対して吹上対策として木質構造用ビスφ 5 , L 1 5 0 （頭部径φ 1 2 . 5 以上

軒先大梁と転び止めの外面に直張りする構造用合板は， N 5 0 くぎを 5 0  m m ピッチの

大 貫 通 孔 : d ≦ H / 4 か つ 1 5 0 ㎜

小貫通孔 : d ≦ 3 0 ㎜ ( 隣り合う孔は 3 d 以上離す )
部：小開口を設けることが縦小 貫 通孔 : d ≦ b / 6 か つ 3 0 ㎜

できる範囲接合金物用切り欠きライン

注意事項：ひねり金物を使用する際、軒先・棟だけ

　　　　　でなく垂木 ｰ 母屋の接点全てに使用する

注意事項：転び止めを使用する際、軒先・棟だけ

　　　　　でなく垂木 ｰ 母屋の接点全てに使用する
　　　　　 N 7 5 釘 4 本 ( 表 2 本と裏 2 本を千 鳥配置 )

3 ) 各部への釘打及びビス止め

構造用合板は N 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜で川の字に垂木に留め付ける

転び止めを梁に 2 - N 7 5 斜め釘止め
b : 面材左右端まで 1 0 ㎜垂木の留め付けは、垂木の側面から軒桁、母屋、棟木3 ) 各部への釘打及びビス止め
c : 軸 材 端 ま で （ 最 小 値 ） 1 2 . 5 ㎜

構造用合板は N 7 5 ＠ 1 5 0 ㎜で日の字に垂木に留め付ける

注意事項：構造用合板（又は O S B ）に対する釘頭のめり込みは、 2 m m を限度とする

（１） 2 階床水平構面の条件及び仕様

短期 許容せん断 耐力
B1 4 . 1 k N / m( 注 )   ( 単位 ) m m

7 . 1 共 通 事 項

・各部仕口形状は、（３）高耐力仕様屋根・床水平構面を除き、木造軸組接合部標準図（ 2 ） 5 . 軸組標準接合部に準ずる。

・木造軸組み工法住宅の許容応力度設計（ 2 0 0 8 年）の詳細計算法による水平構面については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

・指定性 能評価 機関 またはそれに 準 じる公共 の評価機関で 成 績書を取得して耐 力が明示された水平 構面については試験成 績書の仕様に準拠す ることとする。

7 . 2 水 平構面の仕様

（１） 木造軸組工 法住宅の 許容応力 度設計に準じ た 床構面

C

ｱ D

ｱ
ｲ

ｲ

（２）屋根水平構面の条件及び仕様

短 期許容 せん 断耐力

A1 3 . 5 k N / m （ 合 板 釘 ピ ッ チ 7 5 ㎜ ）
1 9 . 1 k N / m （ 合 板 釘 ピ ッ チ 5 0 ㎜ ）

B

認定 仕 様 例 示 ）日 合連 （ J P M A ）仕 様 耐 力 壁 - 床 勝 納 ま り 筋違金 物による 床勝 ち納ま り告 示耐 力 壁 - 床納 ま り AA

大 壁 合板 耐 力 壁 - 床構 面 真 壁合 板 耐 力 壁 - 床 構 面 筋 違耐力壁 - 床構 面 大 壁合 板 耐力 壁 - 床 勝 真 壁合 板耐 力 壁 - 床勝 筋違耐 力壁 - 床構面
（筋違勝） 認 定 番 号 ： F R M - 0 2 9 8 （ 床勝 : 大 臣 認 定仕 様 ）認 定 番 号 ： F R M - 0 2 9 6（ 壁勝） （壁勝）

ｱ会社名　（ 　　　 　　　 　　）

Cｲ ｱ

ｳ

ｲ

8 . 1 　梁貫通孔の条件及び仕様（２） 木造軸組工 法住宅の 許容応力 度設計に準じ た 屋根構面
ひ ね り金 物

（ a ）登梁 - 厚合板 （ b ） 垂 木 - 合 板
短期許容せ ん断耐力 短期許容せん 断耐力
7 . 8 4 k N / m ( 勾 配 面 に 対 し て ） 1 . 9 6 k N / m ( 勾 配 面 に 対 し て )

転び止 め

H
/3

H H
/

3
H

/
3

H

2
d

H

H/
3

2 d
3 d 以上離す

b/
3

ｂ

b
/3

2 d

１

２

A

B

C

D

１ １

２ ２

３ ３

４

４

A A

B

B

C

1 ) 各部材料および寸法

面材：構造用合板 t = 2 4 ㎜～ 3 0 ㎜横架材に直貼

甲乙梁 : 幅 4 5 ㎜以上×せい 4 5 ㎜以上・梁及び甲乙梁の間隔 1 0 0 0 ㎜以下

2 ) 各部仕口形状及び性能

各仕口部分：

水平力時に継手、仕口各部へ生じる引張力を上回る耐力の金物を使用する

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ 1 5 ㎜程度の大入れ　 N 7 5 　 1 本斜め打ち

1 ) 各部材料および寸法 1 ) 各部材料および寸法

面材：構造用合板 t = 2 4 ㎜～ 3 0 ㎜横架材に直貼 面材：構造用合板 t = 9 ㎜～ 1 5 ㎜ ( 横置）

登梁：幅 1 0 5 ㎜以上×せい 1 0 5 ㎜以上　間隔 1 0 0 0 ㎜以下 垂 木 ： 幅 4 5 ㎜ 以 上 × せ い 4 5 ㎜ ～ 9 0 ㎜ ＠ 5 0 0 ㎜ 以 下

甲 乙 梁：幅 4 5 ㎜以上 × せ い 4 5 ㎜以上　間隔 1 0 0 0 ㎜以下 小屋耐力壁： 1 5 ㎜以上× 9 0 ㎜以上

小屋耐力壁： 1 5 ㎜以上× 9 0 ㎜以上 ( 端部は平 1 2 建告 1 4 6 0 号の筋違耐力壁の接合 ) 斜め打ち
( 端部は平 1 2 建告 1 4 6 0 号の筋違耐力壁の接合 ) 転び 止め： 4 5 ㎜× 6 0 ㎜ 程度 ＠ ( 垂木ピッチ）

a2 ) 各部仕口形状及び性能 2 ) 各部仕口形状及び性能

各仕口部分：水平力時に継手、仕口各部へ生じる 母屋 ピッチ : 1 0 0 0 ㎜ 以下

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき引張力を上回る耐力の金物を使用する e

構造用合板（横置）構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小

甲乙梁を設ける

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき a

るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小 b b

a : 面材上下端まで 1 0 ㎜

の上面に対して N 7 5 釘 2 本打ち

認定番号（ 　　　 　　　 　　）

A
A

AA

ABA

B
ABA

D

A
A

C B

B A
A

7 . 3 　 J I S A 3 3 0 1 仕 様 高 耐 力 水 平 構 面

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（４）

７．水平構面

８．貫通孔
8 . 2 　 耐力壁 貫通 孔

( 1 ) 小開口付耐力壁：木造軸組工法住宅の許容応力度設計 ( 2 0 0 8 年版 )

P
P / 3 P / 3 P / 3

横架材 a d

5
0

H
/

3

5 0 5 0
大貫通孔を設ける

ことができる範囲
e

垂直補強受け材H H
/
3

間柱 水平補強受け材d
≦

2
4

0
㎜

以
下

（ 2 ）高耐力仕様合板貼耐力壁（ J I S A 3 3 0 1 標準仕様） b
※壁 倍率 7 倍を 超える 場合の孔開 けルー ル（ J I S A 3 3 0 1 仕 様） H

/
3

柱柱
a ) 貫 通孔 基準 5

0

中桟a 小貫 通 孔 ( d ≦ 3 0 ㎜ )

5
0

梁の側面に小貫通孔を 1 区画につき 1 か所までなら補強不要 5 0 5 0設けることのできる範囲 cb 小 貫通 孔 × 3 ( 外 接 円 の 径 d ≦ 2 4 0 ㎜ )

四周を補強受材で補強 d
面材 1 枚につき 1 か所のみ可

間柱
垂直補強受け材c 大 貫 通 孔 ( d ≦ 2 4 0 ㎜ )

水平補強受け材四周を補強受材で補強

面材 1 枚につき 1 か所のみ可 e
梁の上下面に小貫通孔を b ) 釘打ち及び断面

d≦
2
4
0 ㎜

以
下

設けることのできる範囲 d 合板 から補 強受材へ N 5 0 @ 9 0 ㎜で釘打ち
（大貫通孔は不可） 5

0

補強受材は間柱と同寸以上の断面
横架材

e 補強受け材の留め付けは斜めビス 2 本止め

を 1 5 0  m m ピッチの二列打ちとして留め付ける

ねじ部長さ 5 0 以上） 1 本を斜め打ちとする

千鳥打ちとして留め付ける

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

１

１２

２

３

A

B
１

３

C
２

D

３１
３１ ２

ｱ１

ｲ
２

ｱ

ｲ２

１２

２２

１

３ ２

３

４

１

A

B

４

２ C

２

ｱ

ｲ

３

ｳ

１

２

３１
ｳ ４ｱｱ

4 1

４ ｳ３

４ ２２３
ｳ

４ ｲ

ｲ

2４ ４ 4

２ 3

ｱ

ｲ

ｳ

ｱ

：面材

面材短辺寸法 : L

※壁倍率 7 倍までの孔開けルール

剛性・耐力に影響しない面材耐力壁の小開口の設け方

注意事項：構造用合板（又は O S B ）に対する釘頭のめり込みは、 2 m m を限度とする

2 m m を超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること

撓み等に注意する事

※  構造用合板は、実付きとする .

（ a ） 日の字 釘打ち
短 期 許 容せん断 耐 力

7 . 8 4 k N / m ※  合板は、横架材に対し
直交方向に長辺を配置

川の字釘打ちは構造用合板上に直接フローリングを貼る構成の場合、

（ b ）川の 字釘打 ち
短 期許容せん 断耐 力

3 . 5 3 k N / m

１

ｲ

実付き※  

穴 径 が L / 2 ( 5 0 c m 程 度 ）

までなら四周を受け材等で

補強して面材を釘打ちすれば可

部：小開口を設けることができる

範囲．軸組材から 1 0 0 m m 程度

以上離した位置とする

面 材 厚 : t

穴径 が 1 2 t 以下か つ

L / 6 以下ならば補強不要 ( 3 個まで )

水平方向の受材等は

両端を軸組の柱に対して

斜めビス止め等で緊結する

( 小開口が連続する場合は包絡開口として

上記以下とする )
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木造軸組接合部標準図  金物工法

ＴＥＣ - ＯＮＥ  テックワン ( タツミ ) ( ２ )
S  -  0 7

東京都知事登録    第 6 3 6 4 8 号

株式会社  木構造デザイン  一級建築士事務所
一級建築士登録    第 3 0 3 9 7 8 号    福田浩史

構造設計一級建築士登録    第 1 7 9 9 号

<  丸座金  >

<  H D W - N 1 6 / 1 2  >
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台
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　納まり例（１階柱脚部  ）

□　 G P - 9 5

□  H D C Ⅲ - S 1 0 5 / 1 2 0

□　 G U D - 1 8 0

□　 G U D - 2 4 0

□  H D C Ⅲ - L 1 0 5 / 1 2 0

□  P B C - 2 7 ･ 4 9 ( T / + )

□  P B H - 6 3

□　 G P - 9 5 ( + )

□　 G P - 1 4 0

□　 G P - 1 9 0

□　 G P - 2 3 5

□　 H D P - 1 0

□　 H D P - 1 0 ( + )

□　 H D P - 1 5

□　 H D P - 2 0

□　 H D P - C C

□　 H M P - 1 4 0

□　 H M P - 2 6 0

□　角座金

□　 N S

□　 H D W - M 1 6 / M 1 2

□　丸座金 S W 付

□　丸座金

□　 D P

□　 M Z

□　 M B

　 P B H - 6 3 　　スプルース同一等級構成集成材　 E 9 5 - F 3 1 5

□　 T H - 1 8

□　 T H - 2 4

□　 T H - 3 3

□　 T H - 9

□　 T H - 1 0

□　 B A P - 1 8 0  3 0 L / R

□　 B A P - 2 4 0  6 0 L / R

□　 B A P - 2 4 0  4 5 L / R

□　 B A P - 2 4 0  3 0 L / R

□　 B A P - 1 8 0  6 0 L / R

□　 B A P - 1 8 0  4 5 L / R

□　 B A P - 2 4 0  L / R

□　 G J - 1 0

□　 T H - 5 1 ( T H - 3 3 + 1 8 )

　 G P - 9 5 ， G P - 9 5 ( + ) 　柱：杉ＫＤ　横架材：杉ＫＤ

　 H D P - 1 0 ， H D P - 1 0 ( + ) 　柱：杉ＫＤ　横架材：杉ＫＤ

　 H D P - 1 5 　柱：杉ＫＤ　横架材：杉ＫＤ

　 H D C Ⅲ - S 　　杉ＫＤ材

　 H D C Ⅲ - L 　　杉ＫＤ材

　

　

木造軸組接合部標準図  金物工法　ＴＥＣ - ＯＮＥ　テックワン（タツミ）（２）

短期基準耐力

A . B o l t

座金

埋込長

短期基準耐力

A . B o l t

座金

埋込長

短期基準耐力

M 1 2 ( Z )

角座金  4 0

2 5 0 m m 以上

M 1 2 ( Z )

2 5 0 m m 以上

A . B o l t

座金

埋込長

M 1 2 ( Z )

2 5 0 m m 以上

<  T H - 1 0  > <  T H - 1 8  >

<  T H - 2 4  > <  T H - 3 3  >

<  G J - 1 0  >

<  G P - 9 5 ( + ) >

<  H M P - 2 6 0  >

<  H D P - 2 0  >

<  H D C Ⅲ - S 1 0 5 / 1 2 0  >

<  H D C Ⅲ - L 1 0 5 / 1 2 0  >

<  B P C - 2 7 ･ 4 9 ( T / + )  >

<  P B H - 6 3  >

<  B A P - 1 8 0  3 0 R  > <  B A P - 1 8 0  4 5 R  >

<  B A P - 1 8 0  6 0 R  >

<  丸座金 S W 付  >

<  M B  >

<  M Z  >

<  D P  >

M 1 2

M 1 2

<  N S  >

<  H D W - W 1 6 / 1 2  >

<  角座金  >

<  G P - 2 3 5  >

<  H D P - 1 0 ( + ) >

<  G P - 1 9 0  >

　 < 中柱 > 　 < 隅柱 > 　 <隅角部 >

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

　 < 中柱 > 　 < 隅柱 > 　 <隅角部 >

<  偏心座金  >

<  ワッシャー  >

<  D P ( S 4 5 C )  >

付属品

M 1 6 ( Z ) M 1 6 ( Z ) M 1 6 ( Z )

付属品 付属品 付属品

<  G P - 9 5 ( + ) >

<  H D W - W 1 2  >

<  D P  >

<  G P - 9 5  >

<  H D W - N 1 2  >

4 1 0 m m 以上 4 1 0 m m 以上 4 1 0 m m 以上

<  角座金  4 0  >
短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力

　 < 中柱 > 　 < 隅柱 > 　 <隅角部 >

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

　 < 中柱 > 　 < 隅柱 > 　 <隅角部 >

M 1 2 ( Z )

2 5 0 m m 以上

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

M 1 2 ( Z )

2 5 0 m m 以上

A . B o l t

座金

埋込長

<  M 1 2 ﾅ ｯ ﾄ ( S 4 5 C )  >

<  偏心座金  >

<  ワッシャー  >

<  D P ( S 4 5 C )  > 付属品 付属品 付属品

<  H D P - 1 0 >

<  D P  >

<  H D W - W 1 6 / 1 2  >

<  H D P - 1 0 ( + ) >

<  H D W - N 1 6 / 1 2  >

M 1 6 ( Z )

H W D - M 1 6 H W D - M 1 2

3 6 0 m m 以上

M 1 6 [ 4 . 8 ] M 1 6 [ 4 . 8 ] M 1 6 [ 4 . 8 ]

5 7 0 m m 以上 5 7 0 m m 以上 5 7 0 m m 以上

角座金  4 0

<  角座金  4 0  > 短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力

付属品

　< 中柱 > 　 < 隅柱 > 　 <隅角部 >

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

　 < 中柱 > 　 < 隅柱 > 　 <隅角部 >

M 1 2 ( Z )

2 5 0 m m 以上

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

2 - M 1 6 ( Z )2 - M 1 6 ( Z ) 2 - M 1 6 ( Z )

付属品 付属品 付属品

5 3 0 m m 以上 5 3 0 m m 以上 5 3 0 m m 以上

付属品

H D W - W 1 6 / 1 2
角座金  5 4

<  D P  >

<  H D P - 1 5  >

<  H D W - W 1 6 / 1 2  > <  H D W - N 1 6 / 1 2  >

短期基準耐力短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力短期基準耐力

　 < 中柱 > 　 < 隅柱 > 　 <隅角部 >

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

A . B o l t

座金

埋込長

<  H D P - 2 0  >

<  D P  >

<  H D W - W 1 6  > <  H D W - N 1 6  >

M 1 6 ( Z ) M 1 6 ( Z ) M 1 6 ( Z )

H W D - M 1 6 H W D - M 1 6

3 6 0 m m 以上 3 6 0 m m 以上 3 6 0 m m 以上

角座金  5 4
H D W - W 1 6

短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力

形状 種類・記号種類・記号

<  G U D  1 8 0  >

<  G U D - 2 4 0  >

<  ワッシャー  >

<  D P ( S 4 5 C )  >

※  表中 ( Z ) ： Z マーク表示品アンカーボルト

　　　ホゾパイプ

　　　パイプ柱脚金物

　　梁成： 1 8 0 ～ 2 1 0
　　勾配： 4 ～ 1 0 寸

　　梁成： 2 4 0 ～ 3 0 0
　　勾配： 4 ～ 1 0 寸

　　　パイプ柱脚金物

　　　スリット柱頭柱脚金物

　　　スリット柱脚金物

　　　ホゾパイプ

　　　ホゾパイプ

　　　ホゾパイプ

　　　ホゾパイプ

　　　ホールダウンパイプ

　　　ホールダウンパイプ

　　　ホールダウンパイプ

　　　ホールダウンパイプ

　　　柱持たせパイプ

　　　柱持たせパイプ

　　　柱継ぎパイプ

　　　ドリフトピン

　　　丸座軸太ボルト

　　　 M 1 2 中ボルト

　　Ｗ 4 . 5 × 4 0 / Ｗ 6 . 0 × 5 4

　　 ﾊ ﾟ ｸ ﾄ ﾅ ｯ ﾄ  M 1 2

　　Ｗ 6 ×φ 6 7

　　Ｗ 4 . 5 ×φ 4 5

　　Ｗ 4 . 5 ×φ 4 5

G P - 9 5  /  G P - 9 5 ( + )

ﾎ ｰ ﾙ ﾀ ﾞ ｳ ﾝ ﾜ ｯ ｼ ｬ ｰ ﾎ ｰ ﾙ ﾀ ﾞ ｳ ﾝ ﾜ ｯ ｼ ｬ ｰ

H D P - 1 0 / H D P - 1 0 ( + )

<  角座金  5 4  > 6 3 . 4 6 3 . 4 6 3 . 4

<  H D C Ⅲ - S 1 0 5 / 1 2 0  >

<  M Z  ( 高力ボルト )  >
<  M 1 2 ﾅ ｯ ﾄ ( S 4 5 C )  >

<  M Z  ( 高力ボルト )  >

<  H D C Ⅲ - L 1 0 5 / 1 2 0  >

<  P B H - 6 3  >

<  アジャスター座金  >

<  G P - 9 5  >

<  G P - 1 4 0  >

<  H D P - C C  >

<  H D P - 1 0 >

<  H D P - 1 5  >

<  H M P - 1 4 0  >

　　　梁成： 1 8 0 ～ 2 1 0

　　　梁成： 2 4 0 ～ 3 0 0

　　　梁成： 3 3 0 ～ 4 2 0

　　　梁成： 9 0 ～ 1 0 5

　　　梁成： 1 0 5 ～ 1 5 0

　　梁成： 2 4 0 　水平角 4 5 度

　　梁成： 2 4 0 　水平角 3 0 度

　　梁成： 1 8 0 　水平角 6 0 度

　　梁成： 1 8 0 　水平角 4 5 度

　　梁成： 1 8 0 　水平角 3 0 度

　　梁成： 2 4 0 　水平角 6 0 度

　　梁成： 2 4 0 　特注

　　　土台継手用

　　　梁成： 5 1 0 ～ 5 4 0

※  S - H D 1 5 ・ S - H D 2 5 はそれぞれ 1 5 k N ・ 2 5 k N ﾎ ｰ ﾙ ﾀ ﾞ ｳ ﾝ 金物 (いずれも Z マーク表示品 )とする　 H D P - 2 0 　柱：杉ＫＤ　横架材：杉ＫＤ

9 . 8  /  9 . 8
5 . 3 7 . 5

1 0 . 0  /  1 0 . 0
6 . 5 8 . 7

1 7 . 4

2 5 . 5 1 0 . 9 1 7 . 6

2 6 . 7 2 6 . 7 2 6 . 7

3 1 . 5 3 1 . 5 3 1 . 5

平成 2 9 年 5 月 1 5 日発行   一般社団法人  中大規模プレカット技術協会

■試験時使用樹種以上を使用可能推奨樹種としております。

■試験機関について
　　住木： ( 公財 )日本住宅・木材技術センター
　　ＨＰ：ハウスプラス確認検査㈱
　　建試： ( 一財 ) 建材試験センター
　　社内：㈱タツミ社内試験

金物詳細情報 U R L
h t t p : / / w w w . t a t s u m i - w e b . c o m / l o g i n
※  ユーザー登録が必要になります。

■試験耐力値は材幅 1 0 5 m m 以上を基本としておりますが、材幅 9 0 m m の耐力値も一部別途ございます。

■  ;  採用 　  ;  不採用

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
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ＨＡＲＡＤＡ・ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ　ＧＲＯＵＰ株式会社

管理建築士　１級建築士登録第１８５８０５号　野尻里志

補償コンサルタント　建設大臣登録　補１８台４５３１号

１級建築士事務所　山形県知事登録（１９０３）第４２５号　山形県鶴岡市日和田町１５－１９
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第三学区放課後児童クラブ新築工事

A 2 ： ʷ   ・   A 3 ： ʷ

木造軸組接合部標準図  金物工法

ＴＥＣ - ＯＮＥ  テックワン ( タツミ ) ( ３ )
S  -  0 8

■  ;  採用 　  ;  不採用木造軸組接合部標準図  金物工法　ＴＥＣ - ＯＮＥ　テックワン（タツミ）（３）

東京都知事登録    第 6 3 6 4 8 号

株式会社  木構造デザイン  一級建築士事務所
一級建築士登録    第 3 0 3 9 7 8 号    福田浩史

構造設計一級建築士登録    第 1 7 9 9 号

梁受金物 2 段使い

□　ＴＮ－１８ □　ＴＮ－３３＋１８
梁 成： 1 8 0 ～ 2 1 0 梁 受金物 2 段 使い　 梁成： 5 1 0 ～ 5 4 0

柱－梁接合部 梁－梁接合部

□　ＴＮ－２４
梁 成： 2 4 0 ～ 3 0 0

柱－梁接合部 梁－梁接合部

梁受金物 2 段使い

□　ＴＮ－３３＋２４
梁 受金物 2 段 使い　 梁成： 5 7 0 ～ 6 3 0

柱－梁接合部 梁－梁接合部

□　ＴＮ－３３
梁 成： 3 3 0 ～ 3 9 0

柱－梁接合部 梁－梁接合部

梁受金物 2 段使い

□　ＴＮ－３３＋３３柱－梁接合部 梁－梁接合部 梁 受金物 2 段 使い　 梁成： 6 6 0 ～    

□　ＴＮ－２４＋１８
梁受金物 2 段使い　梁成： 4 2 0 ～ 4 8 0

柱－梁接合部 梁－梁接合部

柱－梁接合部 梁－梁接合部



( 呼び強度Ｆｃ＝２７Ｎ／ｍｍ　以上）
 2   2  Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ

（Ｄ１９～）
 2  

ｆｔ＝２１５Ｎ／ｍｍ　ＳＤ３４５

（Ｄ１０～Ｄ１６）
 2  

ｆｔ＝１９５Ｎ／ｍｍ　ＳＤ２９５Ａ鉄筋材料

調合管理強度（呼び強度）は、基礎構造標準仕様書に従い、適切に設定すること

コンクリート設計強度

設計地耐力

 3  

 2  

 1  

特記事項

 4 設計ＧＬ＝ＧＬ±０  とする。

 8

 7  

 6  

 5  注意：　施工図は、別途作成してください。

下記については、日本建築学会仕様によるものとする

コンクリート骨材・水及び混和材の種類・強度試験方法・調合及び養生方法

型枠の取り外し時期及び方法など

 ( 長期 ) 2  

土間コンクリート： t = 1 5 0 　  D 1 3 @ 2 0 0 シングル ( 縦横共）

 9 　印は、土台アンカー M 1 2 （埋め込み長さ＝ 2 5 0 以上）を示す。
　土台両端には土台アンカー M 1 2 （埋め込み長さ＝ 2 5 0 以上）を配置する。

1 0 　印は、 H D C 用アンカー M 1 6 を示す。

1 1 　印は、 P B H - 6 3 用アンカー M 1 6 × 2 を示す。

ｆｅ＝４５ｋＮ／ｍ
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鶴岡市建設部

建築課　　　

設計承認済

担当 主査 課長課長補佐
ＨＡＲＡＤＡ・ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ　ＧＲＯＵＰ株式会社

管理建築士　１級建築士登録第１８５８０５号　野尻里志

補償コンサルタント　建設大臣登録　補１８台４５３１号

１級建築士事務所　山形県知事登録（１９０３）第４２５号　山形県鶴岡市日和田町１５－１９

ＴＥＬ（代表）０２３５（２３）８８４４／／ＦＡＸ０２３５（２３）８８６７
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第三学区放課後児童クラブ新築工事
訂
正

東京都知事登録    第 6 3 6 4 8 号

株式会社  木構造デザイン  一級建築士事務所
一級建築士登録    第 3 0 3 9 7 8 号    福田浩史

構造設計一級建築士登録    第 1 7 9 9 号

令 和 7 年 8 月 2 9 日

A 2 ： 1 / 1 0 0 ・ A 3 ： 1 / 1 4 1

基礎伏図 S  -  0 9

スリーブは、開口補強を行うこと。

　＜杭設計本数 1 4 0 本＞

ｂ D パイル（ P 1 - 　　）
杭軸径： 1 3 9 . 8 m m ・ｔ＝ 4 . 5 m m
拡底板： 3 5 0 m m ・ｔ 1 2 溶接
杭　長： 9 . 0 ｍ
杭本数： 9 5 本

杭　長： 9 . 0 ｍ

ｂ D パイル（ P 2 - 　　）
杭軸径： 1 9 0 . 7 m m ・ｔ＝ 5 . 3 m m
拡底板： 4 0 0 m m ・ｔ 1 2 溶接

X 1 5 X 1 6 X 1 7 X 1 8 X 1 9 X 2 0 X 2 1 X 2 2 X 2 3 X 2 4 X 2 5 X 2 6 X 2 7 X 2 8 X 2 9 X 3 0 X 3 1 X 3 3 X 3 4 X 3 5 X 3 6 X 3 7 X 3 8 X 3 9 X 4 0 X 4 1 X 4 2 X 4 3 X 4 4X 3 2

Y ９

F G 2

杭本数： 4 5 本

鋼製束：総本数　 3 6 6 本
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　　　　　大引  D 1 0 　　とする
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符号 樹種 等級 材巾 材成 備考
D 1 8 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 8 0 1 8 0 土台
D 1 0 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 0 5 1 0 5 大引
B 1 5 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 5 0
B 1 8 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 8 0
B 2 1 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 1 0
B 2 4 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 4 0
B 1 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 5 0
B 1 8 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 8 0
B 2 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 1 0
B 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 4 0
B 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 7 0
B 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 0 0
B 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 3 0
B 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 6 0
B 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 9 0
B 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 4 2 0

1 2 0 4 5 0
1 2 0 4 8 0

B 5 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 1 0
B 5 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 7 0
B 1 5 5 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 5 0 5 4 0
B 1 5 4 2 B 米松集成 E 1 3 5 - F 3 7 5 1 5 0 4 2 0
G 1 5 A 1 8 0 1 5 0
G 1 8 A 1 8 0 1 8 0
G 2 1 A 1 8 0 2 1 0
G 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 4 0
G 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 7 0
G 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 0 0
G 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 3 0
G 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 6 0
G 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 9 0
G 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 2 0
G 4 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 5 0
G 5 7 A

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

1 8 0 5 7 0
B 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し
B 3 3 S 1 8 0 3 3 0 表し
B 1 8 3 0 S 1 8 0 3 0 0 表し
C 1 8 1 8 0 1 8 0
T 1 8 ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0 1 8 0 1 8 0 小屋束
C 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

面材耐力壁 9 m m ： 3 . 3 倍片面真壁（ C N 5 0 @ 7 5 ）

面材耐力壁 9 m m ： 3 . 7 倍片面大壁（ C N 5 0 @ 7 5 ）

面材耐力壁 9 m m ： 6 . 6 倍両面真壁（ C N 5 0 @ 7 5 ）

面材耐力壁 9 m m ： 7 . 0 倍両面面大壁＋真壁（ C N 5 0 @ 7 5 ）
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鶴岡市建設部

建築課　　　

設計承認済

担当 主査 課長課長補佐
ＨＡＲＡＤＡ・ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ　ＧＲＯＵＰ株式会社

管理建築士　１級建築士登録第１８５８０５号　野尻里志

補償コンサルタント　建設大臣登録　補１８台４５３１号

１級建築士事務所　山形県知事登録（１９０３）第４２５号　山形県鶴岡市日和田町１５－１９

ＴＥＬ（代表）０２３５（２３）８８４４／／ＦＡＸ０２３５（２３）８８６７

図
面
内
容

縮
尺

区
分

図
面
番
号

第三学区放課後児童クラブ新築工事
訂
正

東京都知事登録    第 6 3 6 4 8 号

株式会社  木構造デザイン  一級建築士事務所
一級建築士登録    第 3 0 3 9 7 8 号    福田浩史

構造設計一級建築士登録    第 1 7 9 9 号

令 和 7 年 8 月 2 9 日
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床構面：根太 4 5 ｘ 1 0 5 ＠ 3 0 3 （半落とし）合板 1 5 m m

床構面：根太 4 5 ｘ 1 0 5 ＠ 3 0 3 （半落とし）合板 1 5 m m

　釘 C N 6 5 ＠ 7 5

H D P - C C H

特記なき　水平構面　

　 　 　 　 　 根 太 4 5 ｘ 1 0 5 ＠ 3 0 3 （ 半 落 と し ） 合 板 1 5 m m 　 　 と す る

2.0

3 . 3

3 . 7

6 . 6

7 . 0

符号 樹種 等級 材巾 材成 備考
D 1 8 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 8 0 1 8 0 土台
D 1 0 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 0 5 1 0 5 大引
B 1 5 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 5 0
B 1 8 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 8 0
B 2 1 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 1 0
B 2 4 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 4 0
B 1 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 5 0
B 1 8 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 8 0
B 2 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 1 0
B 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 4 0
B 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 7 0
B 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 0 0
B 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 3 0
B 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 6 0
B 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 9 0
B 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 4 2 0

1 2 0 4 5 0
1 2 0 4 8 0

B 5 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 1 0
B 5 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 7 0
B 1 5 5 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 5 0 5 4 0
B 1 5 4 2 B 米松集成 E 1 3 5 - F 3 7 5 1 5 0 4 2 0
G 1 5 A 1 8 0 1 5 0
G 1 8 A 1 8 0 1 8 0
G 2 1 A 1 8 0 2 1 0
G 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 4 0
G 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 7 0
G 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 0 0
G 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 3 0
G 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 6 0
G 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 9 0
G 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 2 0
G 4 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 5 0
G 5 7 A

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

1 8 0 5 7 0
B 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し
B 3 3 S 1 8 0 3 3 0 表し
B 1 8 3 0 S 1 8 0 3 0 0 表し
C 1 8 1 8 0 1 8 0
T 1 8 ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0 1 8 0 1 8 0 小屋束
C 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

面材耐力壁 9 m m ： 3 . 3 倍片面真壁（ C N 5 0 @ 7 5 ）

面材耐力壁 9 m m ： 3 . 7 倍片面大壁（ C N 5 0 @ 7 5 ）

面材耐力壁 9 m m ： 6 . 6 倍両面真壁（ C N 5 0 @ 7 5 ）

面材耐力壁 9 m m ： 7 . 0 倍両面面大壁＋真壁（ C N 5 0 @ 7 5 ）

鶴岡市建設部

建築課　　　

設計承認済

担当 主査 課長課長補佐
ＨＡＲＡＤＡ・ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ　ＧＲＯＵＰ株式会社

管理建築士　１級建築士登録第１８５８０５号　野尻里志

補償コンサルタント　建設大臣登録　補１８台４５３１号

１級建築士事務所　山形県知事登録（１９０３）第４２５号　山形県鶴岡市日和田町１５－１９
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区
分

図
面
番
号

第三学区放課後児童クラブ新築工事
訂
正

東京都知事登録    第 6 3 6 4 8 号

株式会社  木構造デザイン  一級建築士事務所
一級建築士登録    第 3 0 3 9 7 8 号    福田浩史

構造設計一級建築士登録    第 1 7 9 9 号

令 和 7 年 8 月 2 9 日

A 2 ： 1 / 1 0 0 ・ A 3 ： 1 / 1 4 1

２階床伏図 S  -  1 1
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T H - 3 3

2.0

特記なき　水平構面　

　　　　　タルキックⅡ @ 4 5 5 　　とする

符号 樹種 等級 材巾 材成 備考
D 1 8 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 8 0 1 8 0 土台
D 1 0 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 0 5 1 0 5 大引
B 1 5 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 5 0
B 1 8 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 8 0
B 2 1 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 1 0
B 2 4 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 4 0
B 1 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 5 0
B 1 8 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 8 0
B 2 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 1 0
B 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 4 0
B 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 7 0
B 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 0 0
B 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 3 0
B 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 6 0
B 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 9 0
B 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 4 2 0

1 2 0 4 5 0
1 2 0 4 8 0

B 5 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 1 0
B 5 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 7 0
B 1 5 5 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 5 0 5 4 0
B 1 5 4 2 B 米松集成 E 1 3 5 - F 3 7 5 1 5 0 4 2 0
G 1 5 A 1 8 0 1 5 0
G 1 8 A 1 8 0 1 8 0
G 2 1 A 1 8 0 2 1 0
G 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 4 0
G 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 7 0
G 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 0 0
G 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 3 0
G 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 6 0
G 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 9 0
G 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 2 0
G 4 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 5 0
G 5 7 A

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

1 8 0 5 7 0
B 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し
B 3 3 S 1 8 0 3 3 0 表し
B 1 8 3 0 S 1 8 0 3 0 0 表し
C 1 8 1 8 0 1 8 0
T 1 8 ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0 1 8 0 1 8 0 小屋束
C 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

鶴岡市建設部
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設計承認済

担当 主査 課長課長補佐
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管理建築士　１級建築士登録第１８５８０５号　野尻里志

補償コンサルタント　建設大臣登録　補１８台４５３１号

１級建築士事務所　山形県知事登録（１９０３）第４２５号　山形県鶴岡市日和田町１５－１９
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第三学区放課後児童クラブ新築工事
訂
正

東京都知事登録    第 6 3 6 4 8 号

株式会社  木構造デザイン  一級建築士事務所
一級建築士登録    第 3 0 3 9 7 8 号    福田浩史

構造設計一級建築士登録    第 1 7 9 9 号

令 和 7 年 8 月 2 9 日

A 2 ： 1 / 1 0 0 ・ A 3 ： 1 / 1 4 1

1階母屋伏図 S  -  1 2
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平柱開口干渉注意
平柱開口干渉注意

平柱開口干渉注意
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2.0

2 . 0

2.0

符号 樹種 等級 材巾 材成 備考
D 1 8 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 8 0 1 8 0 土台
D 1 0 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 0 5 1 0 5 大引
B 1 5 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 5 0
B 1 8 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 8 0
B 2 1 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 1 0
B 2 4 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 4 0
B 1 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 5 0
B 1 8 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 8 0
B 2 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 1 0
B 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 4 0
B 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 7 0
B 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 0 0
B 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 3 0
B 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 6 0
B 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 9 0
B 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 4 2 0

1 2 0 4 5 0
1 2 0 4 8 0

B 5 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 1 0
B 5 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 7 0
B 1 5 5 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 5 0 5 4 0
B 1 5 4 2 B 米松集成 E 1 3 5 - F 3 7 5 1 5 0 4 2 0
G 1 5 A 1 8 0 1 5 0
G 1 8 A 1 8 0 1 8 0
G 2 1 A 1 8 0 2 1 0
G 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 4 0
G 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 7 0
G 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 0 0
G 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 3 0
G 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 6 0
G 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 9 0
G 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 2 0
G 4 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 5 0
G 5 7 A

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

1 8 0 5 7 0
B 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し
B 3 3 S 1 8 0 3 3 0 表し
B 1 8 3 0 S 1 8 0 3 0 0 表し
C 1 8 1 8 0 1 8 0
T 1 8 ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0 1 8 0 1 8 0 小屋束
C 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
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特記なき　水平構面　

　　 　　　 B X 高耐 力タルキビス @ 2 2 7 . 5 　　とする
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屋根水平構面： 4 5 ｘ 9 0 ＠ 2 2 7 . 5 （ B X カネシン高耐力垂木ビス）

2.0

2 . 0

2.0

符号 樹種 等級 材巾 材成 備考
D 1 8 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 8 0 1 8 0 土台
D 1 0 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 0 5 1 0 5 大引
B 1 5 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 5 0
B 1 8 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 8 0
B 2 1 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 1 0
B 2 4 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 4 0
B 1 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 5 0
B 1 8 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 8 0
B 2 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 1 0
B 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 4 0
B 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 7 0
B 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 0 0
B 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 3 0
B 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 6 0
B 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 9 0
B 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 4 2 0

1 2 0 4 5 0
1 2 0 4 8 0

B 5 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 1 0
B 5 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 7 0
B 1 5 5 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 5 0 5 4 0
B 1 5 4 2 B 米松集成 E 1 3 5 - F 3 7 5 1 5 0 4 2 0
G 1 5 A 1 8 0 1 5 0
G 1 8 A 1 8 0 1 8 0
G 2 1 A 1 8 0 2 1 0
G 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 4 0
G 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 7 0
G 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 0 0
G 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 3 0
G 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 6 0
G 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 9 0
G 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 2 0
G 4 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 5 0
G 5 7 A

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

1 8 0 5 7 0
B 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し
B 3 3 S 1 8 0 3 3 0 表し
B 1 8 3 0 S 1 8 0 3 0 0 表し
C 1 8 1 8 0 1 8 0
T 1 8 ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0 1 8 0 1 8 0 小屋束
C 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0
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特記なき　水平構面　

　　 　　　 B X 高耐 力タルキビス @ 2 2 7 . 5 　　とする
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柱頭金物
柱脚金物
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●２階柱頭柱脚金物配置図
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■標準仕様部材一覧表

水平構面の仕様位置

水平構面リスト

耐震壁リスト

記号 壁倍率材料 接合部の仕様

備考：構造用合板は梁に対して直角方向・千鳥張りとする。

　　　梁の側面に受け材と同断面の掘り込み加工をして受け材を落とし込み、

　　　受け材上端から梁の掘り込みに C N 7 5 釘 1 本を斜め打ち

許容せん断耐力 ( k N / m )

ﾀ ﾙ ｷ 4 5 × 1 0 5  B X 高耐力垂木ビス @ 2 2 7 . 5１階母屋屋根

１階母屋屋根 ﾀ ﾙ ｷ 4 5 × 1 0 5  B X 高耐力垂木ビス @ 3 0 3 3 . 6 9

4 . 2 5

5 . 0

釘： N 5 0  外周： @ 1 5 0  中通 : @ 1 5 0

6 . 6

7 . 0

構造用合板 9 m m 両面張り（真壁・大壁共）

釘： C N 5 0  外周： @ 7 5  中通 : @ 1 5 0構造用合板 9 m m 両面張り（真壁）
( 3 . 3 + 3 . 3 )

5 . 0

6 . 6

7 . 0
( 3 . 7 + 3 . 3 )

釘： C N 5 0  外周： @ 7 5  中通 : @ 1 5 0構造用合板 9 m m 両面張り（片面真壁・片面大壁）

3 . 3

構造用合板 9 m m 片面張り（真壁） 釘： C N 5 0  外周： @ 7 5  中通 : @ 1 5 0 3 . 3

釘： C N 5 0  外周： @ 7 5  中通 : @ 1 5 0

3 . 7

構造用合板 9 m m 片面張り（大壁） 3 . 7

床 構造用合板 1 2 m m ( 2 類 ) 、根太あり 1 . 9 6

・梁桁は幅 1 0 5 m m 、樹種強度については上記リストより梁せいから判断する。

・梁端部、柱頭柱脚には、タツミ社製テックワン金物を用いる。

・火打ちは火打金物 H B 又は 9 0 × 9 0 以上の木製火打、または同等以上品を用いる。

・プレカット時に床版割付に甲乙梁を入れる場合、スギ無等級ＫＤ材 4 5 × 7 5 としピッチを 9 1 0 以下とする。

・ G L より 1 ｍ以内の外壁の軸組には防腐防蟻処理を施すこと。

・斜め仕口部は、フリーアングル羽子板（タナカ製）両面設置同等以上とする。

■木造部分標準仕様

　特記無き仕様は下記に準ずる。

・柱頭・柱脚金物は金物配置図に準ずる。（納まり上使用できない場合は、在来仕口 + 同等以上金物にて接合）

梁せい 対応金物

T H - 1 0

T H - 1 8

T H - 2 4

1 0 5 ～ 1 5 0

1 8 0 ～ 2 1 0

2 4 0 ～ 3 0 0

梁せい 対応金物

3 3 0 ～ 4 2 0

4 5 0 ～ 4 8 0

5 1 0 ～ 5 4 0

5 7 0 ～ 6 3 0

6 6 0 ～ 7 2 0T H - 3 3

T H - 3 3 + 1 0

T H - 3 3 + 1 8

T H - 3 3 + 2 4

T H - 3 3 + 3 3

テックワン金物対応表
梁せい 対応金物

※ 3 3 0 ～ 4 2 0

※ 4 5 0 ～ 4 8 0

※ 5 7 0 ～ 6 3 0

T N - 3 3

T N - 2 4 + 1 8

T N - 3 3 + 2 4

※一部の梁に対して、 T N シリーズ梁受金物を使用する。

符号 樹種 等級 材巾 材成 備考
D 1 8 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 8 0 1 8 0 土台
D 1 0 ﾋ ﾉ ｷ K D 無等級 1 0 5 1 0 5 大引
B 1 5 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 5 0
B 1 8 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 1 8 0
B 2 1 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 1 0
B 2 4 ｽ ｷ ﾞ K D 無等級 1 2 0 2 4 0
B 1 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 5 0
B 1 8 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 1 8 0
B 2 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 1 0
B 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 4 0
B 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 2 7 0
B 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 0 0
B 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 3 0
B 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 6 0
B 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 3 9 0
B 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 4 2 0

1 2 0 4 5 0
1 2 0 4 8 0

B 5 1 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 1 0
B 5 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 2 0 5 7 0
B 1 5 5 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 5 0 5 4 0
B 1 5 4 2 B 米松集成 E 1 3 5 - F 3 7 5 1 5 0 4 2 0
G 1 5 A 1 8 0 1 5 0
G 1 8 A 1 8 0 1 8 0
G 2 1 A 1 8 0 2 1 0
G 2 4 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 4 0
G 2 7 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 2 7 0
G 3 0 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 0 0
G 3 3 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 3 0
G 3 6 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 6 0
G 3 9 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 3 9 0
G 4 2 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 2 0
G 4 5 A ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0 1 8 0 4 5 0
G 5 7 A

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

1 8 0 5 7 0
B 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し
B 3 3 S 1 8 0 3 3 0 表し
B 1 8 3 0 S 1 8 0 3 0 0 表し
C 1 8 1 8 0 1 8 0
T 1 8 ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0 1 8 0 1 8 0 小屋束
C 1 8 S 1 8 0 1 8 0 表し

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 7 0

ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
ｽ ｷ ﾞ E 7 5 - F 2 4 0
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